
締めくくり質疑（2月19日、３月18日）
専決処分の報告について
●物価高騰対策について

令和７年度熊本市一般会計補正予算
●出張旅費について
●生活保護費の遡及支給について

令和８年度熊本市一般会計予算
●庁舎整備について　　●庁舎管理について
●危機管理について

スマートフォン等で読み込むことで、インターネット中継の録画映像をご覧いただけます。
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●新庁舎整備経費
新庁舎の面積が拡大すると工期が延びることも考え
られ、物価高騰によるさらなる建設費の増加も懸念さ
れる。建設費が膨らまないよう工期短縮策を検討し、
効率的に整備を進めてもらいたい。

●市長選挙・統一地方選挙
筆記が困難な有権者への適切な配慮が徹底される
よう、投票支援カードの周知を強化し、全投票所で
の統一的な接遇や支援手順を周知徹底してもらい
たい。

●学校給食費の無償化
学校給食費無償化を巡り、情報発信が誤解などを招いた
結果、中学生の保護者が負担軽減を実感できなかった
ため、今後は検討段階から情報提供の在り方について
は、慎重に対応してもらいたい。

●部活動改革関連経費
部活動は児童生徒の成長に不可欠な競争機会と
技能発揮の場であるため、現在の活動水準を維持
しつつ将来にわたり安定的に存続させる方策を講じ
てもらいたい。

●こどもの性被害防止に向けた取り組み
防犯カメラの設置というハード面の整備とあわせ、運用
基準の整備、職員研修の実施などソフト面の取り組みにも
注力し、条例の制定に向けては、児童や保護者などの意見
を丁寧に把握し、内容に反映してもらいたい。

●難聴高齢者介護予防促進事業
事業の浸透に伴い申請数の増加が予想されるため、
状況に応じて柔軟に予算対応してもらいたい。

●指定収集袋の統一
分別ルールに対する誤解や混乱が生じることを懸念する
ため、外国人への対応も含め、市民の理解につながるよう
周知徹底を図ってもらいたい。

●省エネルギー等推進経費
市民からの高いニーズが見込まれる宅配ボックスや
省エネ家電の購入に対する補助については、物価高
対策の観点も踏まえ、拡充を検討してもらいたい。

●スポーツ施設あり方調査経費
県営野球場の移転・建て替えについては、県から示される
公募条件に対応できるよう、複数の好適地の選定を進め、
市内への県営野球場の誘致に向け努力してもらいたい。

●熊本食の祭典開催経費
ブランディングには長期的な視点が不可欠であり、
一過性の取り組みでは不十分であると考える。関連
する協議会や有識者の知見も参考としつつ、戦略的
に取り組んでもらいたい。

●交通事業会計予算
市電の軌道更新を着実に進め、市電の安全運行と
利用者の利便性向上に鋭意取り組んでもらいたい。

●自転車ヘルメット着用推進事業
着用率が依然として低く、安全確保に課題があるた
め、高齢者や低所得の世帯も対象に含め、次年度も
事業を継続してもらいたい。

分科会・委員会の審査概要 予算決算委員会から議案の審査を分担した各分科会と部門
別に行われた各委員会の審査の概要は以下のとおりです。

スマートフォン等で読み込むことで、インター
ネット中継の録画映像をご覧いただけます。

くまもと市議会だより ● 令和8年（2026年）6月 第58号 7くまもと市議会だより ● 令和8年（2026年）6月 第58号6

質
疑1 庁舎整備関連予算

新庁舎整備経費 総額885億円、庁舎周辺まちづ
くり推進経費関連予算の中に、新たに設置予定
の検討の場に係る予算の計上は。

検証機関における検証項目とその手法に関して
庁舎整備の事業費総額が本市財政に与える影響や必要床面積精査を
地方行政の専門家へ委託し報告を求めることを提案する。

質
疑2

新 風 熊 本

SSWの全校配置と力を発揮できる体制を早急に
課題を抱えた子供たちを早く探し出し、福祉と連携し改善へつなぐ
SSWが、より力を発揮できる体制の構築を。

質
疑６

心に傷を負った子供たちを家庭的な環境で健やかに
児童虐待で心に傷を負った子供たちが、健やかに成長できる里親制度
の体制充実と里親のさらなる活用体制を。

質
疑７

公 明 党
質
疑1 視覚障がい者にとって重要な「歩行訓練士」について

・新しい訓練士養成は、公正・公平な契約(プロポーザルなど)での業務委託を。
・これまでの業務委託と今後。また訓練士養成期間(2年)も含めた新たな支援を。

本市空き家対策のさらなる効果的実施に向けて
空き家対策を効果的に進めるため、現在の実態調査の実施を。

質
疑2

1日乗車券とセットにした「手荷物配送サービス」
・熊本駅と宿泊先間を無事に配送できる運送業と
 宿泊業との連携に取り組むべき。
・周知そして申込増加にも繋がる「オンライン事前
 予約システム」導入を。 

質
疑3

電子自治体推進経費
生成AIの活用において、業務効率化にとどまらず、市民サービス向上
につなげる取り組みとなるよう求める。

質
疑６

公文書等デジタル化推進経費
公文書デジタル化の費用妥当性や将来負担、市民活用を見据えた将来像を問う。

質
疑７

くまもとポイント事業
くまもとアプリの登録者拡大に向け、思い切った予算投入など抜本的
強化を求める。

質
疑8

認可・認可外保育施設ならびに学校におけるAED設置
・認可外保育施設に新たにAEDが設置となるが、認可施設の状況把握
 と設置も必要。
・各学校に2台あるAEDがPTAの解散などにより1台減となっている。
 教育委員会で必要な台数確保を。

4質疑

学校施設等における性被害防止の取り組み
学校での性被害防止について、防犯カメラ整備の妥当性と実効性ある
再発防止策の推進を求める。

５質疑

主な議決結果 各議員の賛否については、熊本市議会ホームページの議員名簿をご覧ください。
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議 案 番 号・件 名
議第 3 号

議第19号

議第38号

議第39号

議第43号

議第46号

議第50号

議第51号

令和８年度熊本市一般会計予算

令和７年度熊本市一般会計補正予算

熊本市長等の給与に関する条例の一部改正について

熊本市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について

熊本市長の給料の特例に関する条例の制定について

熊本市学校給食費条例の一部改正について

熊本市動植物園条例の一部改正について

熊本市動植物園整備運営支援基金条例の制定について
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可決された意見書 市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を
表明します。第1回定例会では、１件の意見書が可決されました。

発議第２号 薬剤分野における医療安全保障の早期確立を求める意見書

質
疑1 市民後見人制度と本市における養成講座の概要

熊本連携中枢都市圏を構成する各自治体と連携した養成講座の開催を要望。

商店街通行量調査の意義
現庁舎跡地の評価の根拠として、現庁舎周辺の
通行量調査を要望。

質
疑2

議第43号 熊本市長の給料の特例に関する条例の制定について
今回の特例を選択した理由を問う。

質
疑3

くまもとポイント事業
膨大な維持費に対し効果が不透明。機能過多な現状を指摘し、漫然と
した継続を排し撤退も視野に入れた出口戦略を問う。

4質疑

こども・若者の居場所づくり事業
長期休暇中の児童の孤立を防ぐ事業の予算却下を追及。図書室開放
など既存施設を活用した代替案の実施を要望。 

５質疑

市 民 の 会

創 生 熊 本
質
疑1 令和8年度当初予算編成に伴う財政の見通しについて

・市税収入増の根拠について見解を尋ねる。
・義務的経費、投資的経費の試算について、それぞれ見込みが甘いこと
 を指摘する。

スポーツ施設のあり方を問う
新野球場整備について、県が整備スケジュール
前倒しを公表したが、市の公募への対応が間に
合うのかを問う。

質
疑2

共 産 党
質
疑1 市長のビジネスクラス海外出張・

年間1,700万円に市民の理解は得られない
3日の会議にフランス行10泊12日など、年間27日もの海外出張が必要か。

市長給料の3年連続引き上げは中止を
年間160万円、他都市の約3倍の引き上げに市民の理解は得られない。

質
疑2

4月からのがん検診自己負担引き上げは中止を
すべてのがん検診を無料に。

質
疑3

公共施設のトイレ洋式化・バリアフリー化推進を
トイレ洋式化予算を拡充すべき。 

4質疑

増え続ける不登校、支援の充実は急務
民間支援も含め、対策拡充を。

５質疑

市 民 連 合
質
疑1 省エネ機器等補助金活用による省エネ効果

令和４年度から６年度までの省エネルギー機器等導入補助金総額の
推移および二酸化炭素排出量の削減効果は。

ゾーン３０プラス※の整備状況
本市で整備したゾーン３０プラスの総数は。整備基準や判断はどのような
取り扱いになっているのか。
※ゾーン30プラス…従来の最高速度30km/h制限区域において、ハンプ

（路面の凸部）の設置や車道を狭くすることで、車を物理的に減速させる安全対策

質
疑2

病院事業会計の診療報酬改定の影響と
次年度の経営戦略は
物価高騰などで病院経営が厳しい環境だが、令和８年度
診療報酬改定の影響・効果と次年度の経営戦略は。

質
疑3

病院事業会計の電算システム導入費関連
近年医療機関へのサイバー攻撃が頻発している。医療情報システムの
セキュリティ対策の現状とシステム更新時の取り組みは。

4質疑

熊本大学病院への寄附講座設置について
熊本大学病院への寄附講座設置による専門医育成の実績と、他の診療
分野への拡大の可能性は。

５質疑

消費税率引き上げと本市の社会保障に関する
取り組みの資料について
この資料を今年度説明資料に入れたその意図は。

質
疑10

障がい者雇用促進経費
障がい者雇用促進事業の実績、今後の課題と、雇用や法定雇用率達成割
合アップに対しての事業内容について問う。

質
疑11

農業基盤整備事業費
令和８年度予算5億8,863万3千円。対前年度7,722万2千円減額計上の要因は。

質
疑12

8質疑 体育施設窓口一元化経費の見直し
対前年度削減額が1,642万5千円、削減の詳細は。

9質疑 教職員人材確保推進経費の見直し
対前年度削減額が520万円、教職員配置の現状や不足の中でなぜ削減したのか。


